
                      

 
「スマイリーフラワーズは、すべての子どもたちが持つ無限の可能性を信じ、 

社会と子どもたちの未来を拓くために活動する NPO です。」 
 
◆ 深刻化する児童問題と児童養護施設の現状 

現在、全国の児童養護施設では 3 万人以上の子どもたち

が生活していますが、その多くは虐待による保護です。

厚生労働省によると児童虐待相談数は、20 年前と比べて

約 50 倍に拡大しており、今や 1 週間に 1 人の子どもが

虐待によって命を失っているといわれています。更に、

施設児童は 18 歳で施設を退所しますが、様々な偏見や不

利な条件を抱える子どもたちにとって、たった一人で厳

しい社会を歩んで行くことは簡単なことではなく、問題

にぶつかった時に相談できる大人や、帰る実家すらあり

ません。それゆえに、安易に仕事を辞めてしまったり、

犯罪に巻き込まれてしまったりしやすく、施設出身の子

どもが、また施設へ入所するという負の連鎖(社会格差連

鎖)を引き起こしている現実があります。 

 

◆ 子どもたちが自らの可能性に気付くことができる機会の提供 

様々な問題を抱える児童養護施設で育つ子どもたちは、日々、日本の比較社会の中で、大きな劣

等感を抱えて暮らしています。それにより、他人の目だけでなく、いつしか自分自身でさえも『自

分は施設出身だから・・』と自らを肯定できなくなり、その可能性に蓋をしてしまいます。私た

ちは、子どもたちに植え付けられた、この無意識の壁を払拭する機会を、国際教育(海外留学)で

提供できると考えています。日本で無意識に囚われていた様々な楔（くさび）を開放し、まずは

自分自身の可能性に気付くこと、それこそが子どもたちの社会格差の連鎖を断ち切る最初の鍵だ

と考えています。 
 

 

◆ 継続的な支援を実現する収益事業 
 

スマイリーフラワーズは、子どもたちへの支援活動を長期的、且つ継続して実施することを目的として、自ら運営資金を

創り出す、一般顧客を対象とした「海外留学支援事業」に取り組んでいます。また更には、ご賛同下さる皆様からの会費

及び寄付、そして助成金などにより活動を維持促進しています。 

 
 
 

◆ 想い描く未来への希望 

困難な状況にも屈せず、それを乗り越え

て生きる子どもたちには、未来を切り拓

くリーダーとして成長する無限の可能性

があると考えています。負の連鎖を断ち

切り、そしてそこから支援の連鎖を創り

出すこと。それこそが、私たちスマイリ

ーフラワーズが想い描く、未来への希望

なのです。 
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